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平成27年７月22日 

Aコース 

 

授業づくり  

 大阪府教育センター支援教育推進室       

平成２７年度 支援学校フォローアップ研修（第１回）        
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今求められる授業とは 

学力の３つの要素 

基礎的・基本的な知識・技能 

思考力，判断力，表現力 

主体的に学習に取り組む態度 
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観点別学習状況の評価 

基礎的・基本的な 
知識・技能 

思考力，判断力， 
表現力 

主体的に学習に 
取り組む態度 

知識・理解 

技能 

思考・判断・表現 

関心・意欲・態度 
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今後重視される授業の視点 

• ｢何を教えるか｣・・・ 

            知識の質・量の改善 

 

• 「どのように学ぶか」・・・ 

            学びの質や深まりを重視 

 

• 「どのような力が身に付いたか」・・・ 

            学びの成果として               
 

                中央教育審議会（第９５回）平成２６年１１月２０日資料より 

今求められる授業のあり方 

○課題の発見・解決に向けて主体的･協働的に 

  学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング｣） 

   の充実と、そうした学習･指導方法を教育内容 

   と関連付けて示すための在り方が討議の柱 

      
 

             中央教育審議会（第９５回）平成２６年１１月２０日資料より 
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学習指導案について 

作成の意義 

学習（保育）指導案の作成の目的 

 ・授業の設計図として 

 ・研究授業の際の資料として 

 ・授業実践の記録として 

授業を行うに当たって、子どもに「どのような力を付けたいか」

を明確にした上で、学習指導の内容や進め方を考えるため 

学習指導案作成について 
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学習指導案作成について 学習指導案作成について 

学習指導案作成について 学習指導案作成について 
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学習指導案作成について 学習指導案作成について 

学習指導案作成について 

 

 

目標（課題）目標・課題 

一方通行 一問一答 

自力解決 
と 
交流 

記憶の再生 思考力・表現力 

一見対話スタイル 

知識・理解 
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教え込み型 教師主導型 子ども主体型 

１．子ども主体の授業とは 
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同じ一つの授業の中で 

基 礎 

基 本 

活用力 

思考 判断 表現 

    めざす授業 

１．子ども主体の授業とは 

学ぶ楽しさ 学ぶ喜び 

学ぶ大切さ 学ぶ厳しさ 

子どもを大切にする 
 子ども個々の学力実態を理解する 

 子ども個々の生活背景を理解する 

 安心して学べる学習集団を育てる  など 

子どもの力を
信じる 
 身に付けさせたい力を明らかに 

 どの子どもも目標を達成できると
いう信念で子どもと向き合う など 

子どもの力を
引き出す 
 解決を子どもに委ねる 

 課題に向き合える適切な支援 

 学習の過程で学び方を学ばせる など 

１．子ども主体の授業とは 
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日常生活の中で、 

課題を解決するという場面では 
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授業づくりのポイント５段階 


